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＜連絡事項＞

· 明日12/25（火）に18：30～八戸プラザホテル、富士の間にて法人の忘年会開催。

· 12/26（水）デイナイトケア大掃除、27日（木）デイケア大掃除実施。

· 12/28（金）通所の納め会開催予定。

· 12/27（木）慈恵会病院訪問の為、下館SGM、山田TOL不在。

· 12/29（土）17：30～法人納会開催。
＜外来情報＞

本日の外来情報はありません。

＜利用者様情報＞
· 北嶋　剛様　　～本人様より電話があり「父の介護をしているが、父が肺炎になりそうで不安なん

です。だから不安を抑える為に電話するんです。来年からは、しっかり通所に通います」と話されている。

· 赤坂　順市様　～12/22（土）外来受診時に検査結果から糖尿病と診断された為、本日よりDM20

単位（1600kcal）で食事提供となる。糖尿病について山田TOLと個別に栄養指導を実施する予定。

· 中村　与一郎様～「今日は気分の落ち込んでいます」とスタッフに話されている。理由を尋ねる　

と「特定スタッフが日によって、不機嫌な様子で、それを感じ取ると朝から気分が落ち込むんです」と話されている。

· 種本　サハ様　～通所してから冴えない表情があった為スタッフと面談を行っている。本人様より

「遅く帰るからデイナイトケアには通所したくない」「アパート住まいをして一人で居たい」「介護保険を支払っているので、買い物や調理もやってもらいた」等の訴え聞かれている。スタッフが説明しているが理解されてない様子が見られている。

· 五日市　公様　～メンバーとの関係について、スタッフの所に来て「スッキリしました。自分がメ

ンバーとの交流について今まで悩んだりしていたが、自分が実際に求めていた事は、話し相手が欲しかったという事が分かりました。土日に青風荘のメンバー一人一人に謝った。そしたらみんなから励ましの言葉をかけてもらい、嬉しくてずっと泣いていました。私の中で全てが解決しました」と表情良く話されている。その後、メンバーと会話するなどの交流が見られている。

＜デイケア事例検討＞

· 井畑　光湖様　　（年齢　28歳）　　統合失調症

検討内容：今後の対応について

　現在

○井畑　光湖様（28）　　統合失調症

　・デイケア利用年数：1ヶ月　　　

· 最近の様子：精神状態が不安定な状態が続いている。

　　　　　　　　　　・青明舎に行くと家族に話し、産婦人科受診に行く。

　　　　　　　　　　・1回の買い物に1万円使う。

　　　　　　　　　　・金銭を持たずにタクシーを利用。

　　　　　　　　　　・実家の店からお金を抜き取る。

　　　　　　　　　　・食べ過ぎて嘔吐する。

　　　　　　　　　　・12/20（木）包丁で手首を切る自傷行為あり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 今後の対応について：①個別対応を行い、本人の訴え聞いて、不安を解消させる。

　　　　　　　　　　　 ②途中帰宅を訴えても、家族が迎えに来る時間まで過ごしてもらうよう促す。

　　　　　　　　　　　 ③一人で自宅に帰さずに、家族が迎えに来てもらい帰宅していただく。

　　　　　　　　　　　 ④本人が家族に電話連絡をしたいと話した場合は、本人に外来に行って電話していただくのではなく、通所のスタッフが連絡を行う。

　　　　　　　　　　　 

＜クリスマス忘年会の振り返り＞

～目的～

· クリスマスの雰囲気を出すことで季節感を味わう。

· デイケア・デイナイトケア合同で行うことで楽しみの場、相互交流の場を提供する。

· 気分転換を図る。
· プログラムにメリハリをつける。

～考察～

（目的の評価）

· 装飾や「きよしこのよる」の合唱で、クリスマスの雰囲気を出すことができた。

· レクリエーション・昼食事・余興の際、デイケア・デイナイトケア利用者様を混合して席について頂いた為、普段交流のない利用者様同士が談笑する光景が見られた。

· よそ行きの服装をされ、お洒落して参加される方が多かった。また、昼食時、デイケアメンバー・デイナイトケアメンバー一緒に同じ場所で摂取したところ「たまには、デイケア・デイナイトケア合同でご飯食べるのもいいね。にぎやかで」という声が聞かれた。

· 日々のプログラムと異なる特別プログラム（行事）を行うことによって利用者様から「いつものプログラムより楽しかった。また、行事を行ってほしい」という意見が聞かれた。

（各項目について）

＜準備段階＞

· 打ち合わせ

· 当日までの打ち合わせ時間が少なかった為、当日の動きがスムーズにいかなかった。カンファレンスで、当日の動きについてもっと話し合う必要があった。

· 招待状

· 招待状に１３：３０～１５：３０までクリスマス会を行うと記載していたが、余興が１４：２０に終わったと知りそのまま帰られた招待客がいた。誤解を招じない為、招待状には、詳しいタイムスケジュールを記載しておく必要があった。

○必要物品

· 事前に必要物品を準備していたが、当日まで中身を確認しなかった為、プロジェクターの配線が１つ足りないのに気が付かなかった。借用時、必要物品がきちんとあるか確認する必要があった。

· ポスター

タイムスケジュール、実施場所を掲載したポスターを１階・２階に各１枚ずつ貼っていたが、利用者様より「余興は、いつやるのか？どこでやるのか？」等の質問が多かった。ポスターは、どこでも確認できるように各部屋に１枚づつ貼った方が良い。

＜当日＞

· ゲーム大会

· 前日、ゲーム大会の会場設営した為、段取り良く進められた。

· 当日、ゲーム担当スタッフが急遽、病院の業務で抜ける事になった。しかし、他スタッフの協力で、そのスタッフが抜けた穴を埋め、概ね時間どおりに進める事が出来た。

○DVD鑑賞

· 開会式の後、同じ場所でDVD鑑賞を予定していたが、１０分の休憩時間でプロジェクター等を準備するのは困難であった。事前に、準備にどれくらいの時間を要するのか実際に行い確認する必要があった。

· 午前のスケジュール

· ゲーム大会は、１人１回づつ行った為、早めに終わり、ゲーム参加後、DVD鑑賞に興味のない方は、１階・２階食堂で集まっていた。時間の配分や実施内容について検討が必要であった。

○食事

· 昼食時の準備にスタッフ２人を考えていたが、間に合いそうになかった為スタッフ５人で昼食時を準備し、予定時間に間に合わせることが出来た。

· 雰囲気を変える為、弁当箱につめて出したが、利用者様より「何かいつもより少ない感じがする」「冷めている」と言う意見が聞かれた。次回は、弁当箱に入れずいつもどおりに食器に盛って頂いたほうが良い。

· デイケア・デイナイトケア利用者様を混合して席について頂いた為、普段交流のない利用者様同士が談笑する光景が見られた。また、「たまには、デイケア・デイナイトケア合同でご飯食べるのもいいね。にぎやかで」という声が聞かれた。

· 余興

· 昼食時後、会場設営、必要物品の準備をしていた為、スムーズに進行できた。

· 飛び入り参加もあったが、スムーズに進行していた為、時間がおすことはなかった。

· 利用者様が、自分の特技を発表する場を提供することができた。

· プレゼント回し

· ３８名参加したが、利用者様の回すテンポが合わず、何回もやり直しをした。

事前に練習しておくか、また、男女分けて行うなど小グループで行うなど方法を検討するべきだった。

· ケーキ会食

· 事前に厨房より、皿とフォークを借りていたが、昼食後、手違いで厨房に返却してしまい、急遽、青陽館にある皿と箸を代用に使用した。今後は、必要物品の場所を固定し、スタッフ間で周知する。









